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回次
第３期

第１四半期
連結累計期間

第４期
第１四半期
連結累計期間

第３期

会計期間
自　2019年11月１日
至　2020年１月31日

自　2020年11月１日
至　2021年１月31日

自　2019年11月１日
至　2020年10月31日

売上収益 （百万円） 2,375 2,613 9,630

税引前四半期利益又は税引前利

益
（百万円） 303 326 912

親会社の所有者に帰属する四半

期（当期）利益
（百万円） 198 210 584

親会社の所有者に帰属する四半

期（当期）包括利益
（百万円） 198 210 583

親会社の所有者に帰属する持分 （百万円） 5,614 6,209 5,998

資産合計 （百万円） 18,117 18,826 18,822

基本的１株当たり四半期（当

期）利益
（円） 269.49 286.13 793.64

希薄化後１株当たり四半期（当

期）利益
（円） 269.49 279.93 793.64

親会社所有者帰属持分比率 （％） 31.0 33.0 31.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 272 357 1,728

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △99 △90 △379

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △216 △237 △909

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 735 1,246 1,217

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上収益には消費税等は含まれておらず、百万円未満を切り捨てて記載しております。

３．上記指標は、国際会計基準（以下「IFRS」という。）により作成された要約四半期連結財務諸表及び連結財

務諸表に基づいております。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社並びに関連会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により、景気が

急速に悪化し、個人消費にも大きな影響を与えました。二度目の緊急事態宣言も発令され、先行き不透明な状況

が続いております。

当社グループが属する美容院業界につきましては、日常生活において欠かせないサービスと位置付けされてい

るものの、各種イベントの減少や在宅勤務の長期化に伴い少なからず影響が出ているような環境であります。

このような状況の中、当社グループは、一客ごとの消毒や換気、スタイリスト全員のマスク着用を徹底し感染

防止対策に万全を期しながら、企業理念に「スタイリストファーストを信念に美容業界に新しい価値を提供す

る」ことを掲げ、「スタイリストが成長する環境を整え、喜びと幸せを提供し続ける」、「スタイリストの夢を

叶え続ける」、「女性が活躍できる環境を提供し続ける」ことの実現に向けて、スタイリスト採用・育成の強

化、より一層の出店強化に取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上収益2,613百万円（前年同四半期比10.0％増）、営

業利益355百万円（前年同四半期比4.6％増）、税引前四半期利益326百万円（前年同四半期比7.6％増）、親会社

の所有者に帰属する四半期利益210百万円（前年同四半期比6.2％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①ビューティーサロン事業

ビューティーサロン事業につきましては、新型コロナウイルスの影響により店舗当たりの売上収益は下がった

ものの、新規出店により売上収益は2,028百万円（前年同四半期比2.3％増）、営業利益は47百万円（前年同四半

期比48.8％減）となりました。

②フランチャイズ事業

フランチャイズ事業につきましては、フランチャイズの出店強化により、ロイヤリティ収益が増加しました。

この結果、売上収益は413百万円（前年同四半期比29.5％増）、営業利益は239百万円（前年同四半期比60.6％

増）となりました。

③インテリアデザイン事業

インテリアデザイン事業につきましては、直営店舗及びフランチャイズの出店強化により、内装工事等の受注

が増加した一方で、出店以外の受注が増えた影響もあり、売上収益は440百万円（前年同四半期比51.0％増）、

営業利益は36百万円（前年同四半期比27.1％減）となりました。

(2) 財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末における資産、負債及び資本の状況は次のとおりであります。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ60百万円減少し、2,050百万円となりました。これは主として、営業債

権及びその他の債権が80百万円減少したこと等によるものであります。非流動資産は、前連結会計年度末に比べ

64百万円増加し、16,775百万円となりました。これは主として、出店に伴う使用権資産の増加41百万円、有形固

定資産の増加10百万円等によるものであります。その結果、資産は、前連結会計年度末に比べ4百万円増加し、

18,826百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ216百万円減少し、2,575百万円となりました。これは主として、法人税

等の納付による未払法人所得税等の減少136百万円、営業債務及びその他の債務の減少102百万円等によるもので

あります。非流動負債は、前連結会計年度末に比べ10百万円増加し、10,041百万円となりました。これは主とし

て、新規出店に伴うリース負債の増加23百万円等によるものであります。その結果、負債は、前連結会計年度末

に比べ206百万円減少し、12,616百万円となりました。

資本は、前連結会計年度末に比べ210百万円増加し、6,209百万円となりました。これは主として、親会社の所

有者に帰属する四半期利益による利益剰余金の増加210百万円等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ28百万円増加し、1,246百万円となりました。当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー

の状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は、357百万円（前年同期は272百万円の増加）となりました。これは主として、

税引前四半期利益326百万円、減価償却費及び償却費313百万円等の資金増加要因に対して、法人所得税の支払額

254百万円等の資金減少要因があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は、90百万円（前年同期は99百万円の減少）となりました。これは主として、有

形固定資産の取得による支出68百万円等の資金減少要因があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は、237百万円（前年同期は216百万円の減少）となりました。これは、リース負

債の返済による支出237百万円等の資金減少要因があったことによるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,000,000

計 5,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年３月17日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 736,816 736,816 非上場

当社は単元株制度は

採用しておりませ

ん。

計 736,816 736,816 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2020年11月１日～

2021年１月31日
－ 736,816 － 90 － 2,593

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2021年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式      736,816 736,816 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 736,816 － －

総株主の議決権 － 736,816 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

該当事項はありません。

２【役員の状況】

　前事業年度に係る定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項の規定に基づき、第１四半期連結会計期

間（2020年11月１日から2021年１月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年11月１日から2021年１月31日ま

で）に係る要約四半期連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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（単位：百万円）

注記
前連結会計年度

（2020年10月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年１月31日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 1,217 1,246

営業債権及びその他の債権 463 382

棚卸資産 58 56

その他の流動資産 371 365

流動資産合計 2,111 2,050

非流動資産

有形固定資産 973 983

使用権資産 3,411 3,453

のれん 7,468 7,468

無形資産 4,326 4,332

持分法で会計処理されている投資 9 10

その他の金融資産 ９ 329 335

繰延税金資産 168 168

その他の非流動資産 24 24

非流動資産合計 16,711 16,775

資産合計 18,822 18,826

１【要約四半期連結財務諸表】

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】
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注記
前連結会計年度

（2020年10月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年１月31日）

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 726 623

契約負債 12 23

借入金 ９ 629 655

リース負債 911 922

未払法人所得税等 244 107

引当金 8 7

その他の流動負債 259 234

流動負債合計 2,792 2,575

非流動負債

借入金 ９ 5,897 5,874

リース負債 2,533 2,557

引当金 241 251

繰延税金負債 1,358 1,358

その他の非流動負債 0 0

非流動負債合計 10,031 10,041

負債合計 12,823 12,616

資本

資本金 90 90

資本剰余金 4,985 4,985

利益剰余金 922 1,133

その他の資本の構成要素 1 1

親会社の所有者に帰属する持分合計 5,998 6,209

資本合計 5,998 6,209

負債及び資本合計 18,822 18,826

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

注記
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年１月31日）

売上収益 ５、７ 2,375 2,613

売上原価 △1,185 △1,351

売上総利益 1,190 1,262

販売費及び一般管理費 △870 △915

その他の収益 26 9

その他の費用 △6 △0

営業利益 ５ 340 355

金融収益 0 0

金融費用 △36 △30

持分法による投資利益又は損失（△） △0 0

税引前四半期利益 303 326

法人所得税費用 △105 △115

四半期利益 198 210

四半期利益の帰属

親会社の所有者 198 210

四半期利益 198 210

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） ８ 269.49 286.13

希薄化後１株当たり四半期利益（円） ８ 269.49 279.93

（２）【要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書】

【要約四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

注記
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年１月31日）

四半期利益 198 210

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 0 △0

持分法適用会社におけるその他の包括利

益に対する持分
0 △0

純損益に振り替えられる可能性のある項

目合計
0 △0

税引後その他の包括利益 0 △0

四半期包括利益 198 210

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 198 210

四半期包括利益 198 210

【要約四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
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注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

資本合計

2019年11月１日時点の残高 90 4,985 338 2 5,415 5,415

四半期利益 － － 198 － 198 198

その他の包括利益 － － － 0 0 0

四半期包括利益合計 － － 198 0 198 198

株式報酬取引 － － － － － －

所有者との取引額合計 － － － － － －

2020年１月31日時点の残高 90 4,985 536 2 5,614 5,614

注記 資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

資本合計

2020年11月１日時点の残高 90 4,985 922 1 5,998 5,998

四半期利益 － － 210 － 210 210

その他の包括利益 － － － △0 △0 △0

四半期包括利益合計 － － 210 △0 210 210

株式報酬取引 － － － △0 △0 △0

所有者との取引額合計 － － － △0 △0 △0

2021年１月31日時点の残高 90 4,985 1,133 1 6,209 6,209

（３）【要約四半期連結持分変動計算書】

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

注記
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年１月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 303 326

減価償却費及び償却費 299 313

持分法による投資損益（△は益） 0 △0

金融収益及び金融費用 36 29

固定資産除売却損益（△は益） 5 －

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増

加）
45 80

棚卸資産の増減額（△は増加） △32 2

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減

少）
△96 △110

契約負債の増減額（△は減少） 4 11

その他 △46 △17

小計 519 634

利息の受取額 0 －

利息の支払額 △24 △22

法人所得税の支払額 △222 △254

営業活動によるキャッシュ・フロー 272 357

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △69 △68

無形資産の取得による支出 － △8

差入保証金の差入による支出 △20 △8

差入保証金の回収による収入 1 2

その他 △11 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △99 △90

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 － △0

リース負債の返済による支出 △216 △237

財務活動によるキャッシュ・フロー △216 △237

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43 28

現金及び現金同等物の期首残高 778 1,217

現金及び現金同等物の四半期末残高 735 1,246

（４）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

株式会社AB&Company（以下、「当社」）は、日本に所存する企業であります。当社の登記している本社の住所

は、東京都新宿区であります。

当社の要約四半期連結財務諸表は2021年１月31日を期末日とし、当社及びその子会社（以下、「当社グルー

プ」）ならびに当社の関連会社に対する持分により構成されております。

当社グループの事業内容及び主要な活動は、「ビューティーサロン事業」「フランチャイズ事業」「インテリ

アデザイン事業」であり、詳細については注記「５．セグメント情報」に記載しております。

２．作成の基礎

(1）要約四半期連結財務諸表がIFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規

則」（平成19年内閣府令第64号）第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たすことか

ら、同第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

要約四半期連結財務諸表は、年次連結財務諸表で要求されている全ての情報が含まれていないため、前連結

会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

本要約四半期連結財務諸表は、2021年３月17日に取締役会において承認されております。

(2）測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価

を基礎として作成しております。

(3）機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未

満を切り捨てて記載しております。

３．重要な会計方針

　要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度に係る連結財務諸表において適

用した会計方針と同一であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間の法人所得税費用は、見積年次実効税率を基に算定しております。

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

　要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額

に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられております。実際の業績は、これらの見

積りとは異なる場合があります。

　見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを

変更した会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識されます。

　本要約四半期連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判断は、前連結会計年度に係る連結財務諸

表と同様であります。
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報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務諸

表計上額
ビューティ

ーサロン

事業

フランチャ

イズ

事業

インテリア

デザイン

事業

計

売上収益

外部収益

セグメント間収益

1,982

－

185

133

206

84

2,375

217

－

116

2,375

334

－

△334

2,375

－

計 1,982 319 291 2,593 116 2,710 △334 2,375

営業利益 92 148 49 291 41 332 7 340

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

連結財務諸

表計上額
ビューティ

ーサロン

事業

フランチャ

イズ

事業

インテリア

デザイン

事業

計

売上収益

外部収益

セグメント間収益

2,028

－

245

168

340

100

2,613

268

－

113

2,613

381

－

△381

2,613

－

計 2,028 413 440 2,882 113 2,995 △381 2,613

営業利益 47 239 36 322 43 366 △10 355

５．セグメント情報

(1）報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

経営者が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

当社グループは持株会社体制をとっており、当社は持株会社としてグループ経営戦略の策定及びグループ会

社の経営指導等を行い、各子会社において事業活動を展開しております。当社グループは、事業の種類別に

「ビューティーサロン事業」、「フランチャイズ事業」及び「インテリアデザイン事業」の３つを報告セグメ

ントとしております。

ビューティーサロン事業は、美容室チェーン「Agu.」の直営店舗の運営による美容サービスの提供を行って

おります。

フランチャイズ事業は、美容室チェーン「Agu.」のフランチャイズ加盟店に対して、経営指導、企業ノウハ

ウ及び教育研修の提供、プライベートブランド商品の販売、材料仕入、広告代理業務、採用、経理や管理業務

の代行等を行っております。

インテリアデザイン事業は、美容室等の内装デザインや施工業者のアレンジ等のサービス提供を行っており

ます。

(2）報告セグメントに関する情報

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。なお、セグメント間の売上収益は、市場実勢

価格に基づいております。

前第１四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年１月31日）

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んで

おります。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

当第１四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年１月31日）

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んで

おります。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。
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６．配当金

(1) 配当金支払額

配当金の支払額は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年１月31日）

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年１月31日）

該当事項はありません。

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日

後となるもの

前第１四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年１月31日）

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年１月31日）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
ビューティー
サロン事業

フランチャイ
ズ事業

インテリア
デザイン事業

計

美容サービス 1,982 － － 1,982 1,982

ロイヤリティ収入 － 107 － 107 107

インテリアデザイン － － 206 206 206

その他 － 78 － 78 78

合計 1,982 185 206 2,375 2,375

収益認識の時期

一時点で移転される財 1,982 － 206 2,189 2,189

一定期間にわたり移転するサービス － 185 － 185 185

合計 1,982 185 206 2,375 2,375

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
ビューティー
サロン事業

フランチャイ
ズ事業

インテリア
デザイン事業

計

美容サービス 2,028 － － 2,028 2,028

ロイヤリティ収入 － 240 － 240 240

インテリアデザイン － － 338 338 338

その他 － 5 1 6 6

合計 2,028 245 340 2,613 2,613

収益認識の時期

一時点で移転される財 2,028 19 340 2,388 2,388

一定期間にわたり移転するサービス － 225 － 225 225

合計 2,028 245 340 2,613 2,613

７．売上収益

　顧客との契約から認識した売上収益分解は次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間（自　2019年11月１日　至　2020年１月31日）

（注）グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。

当第１四半期連結累計期間（自　2020年11月１日　至　2021年１月31日）

（注）グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
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前第１四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年１月31日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万円） 198 210

期中平均普通株式数（株） 736,816 736,816

基本的１株当たり四半期利益（円） 269.49 286.13

前第１四半期連結累計期間
（自　2019年11月１日

至　2020年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年11月１日

至　2021年１月31日）

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（百万円）
198 210

期中平均普通株式数（株） 736,816 736,816

普通株式増加数

ストック・オプションによる増加（株） － 16,314

希薄化後の期中平均普通株式数（株） 736,816 753,130

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 269.49 279.93

８．１株当たり利益

（第１四半期連結累計期間）

(1）基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

(2）希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（注）前第１四半期については新株予約権は存在するものの、希薄化効果を有しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2020年10月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2021年１月31日）

帳簿価額 公正価値 帳簿価額 公正価値

償却原価で測定する金融商品

差入保証金 328 328 334 334

長期借入金(注２) 6,526 6,531 6,529 6,539

９．金融商品の公正価値

(1）公正価値のヒエラルキー

金融商品の公正価値のヒエラルキーは、次のとおり分類しております。

レベル１：活発な市場における相場価格により測定された公正価値

レベル２：レベル１に含まれる相場価格以外で、直接又は間接的に観察可能な価格により測定された公正

価値

レベル３：観察可能でないインプットを含む、評価技法を用いて測定された公正価値

金融商品のレベル間の振替は、期末日ごとに判断しております。

(2）償却原価で測定する金融商品

償却原価で測定する金融商品の公正価値の測定方法、帳簿価額及び公正価値は以下のとおりです。

(差入保証金)

差入保証金については、償還予定時期を見積り、安全性の高い長期の債権の利回りで割り引いた現在価

値により算定しております。すべての重要なインプットが観察可能であるためレベル２に分類しておりま

す。

(長期借入金)

元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引く方法により算定してお

り、公正価値ヒエラルキーはレベル２に分類しております。

(注)１．現金及び現金同等物、営業債権及びその他の債権、営業債務及びその他の債務は短期決済され、公正価値が帳

簿価額と近似しているため、上記の表中には含めておりません。

２．１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

(3）純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産公正価値の測定方法、公正価値は以下のとおりです。

（保険積立金)

保険積立金については、その公正価値は解約払戻金により測定しております。観察不能なインプットを

用いているため、レベル３に分類しております。公正価値の測定に関しては、対象となる金融商品の性

質、特徴及びリスクを最も適切に反映できる評価技法及びインプットを用いております。また公正価値の

測定結果については上位役職者のレビューを受けております。

（出資金）

出資金については、非上場投資事業組合への出資であり、組合財産の公正価値を見積った上、当該公正

価値に対する持分相当額を投資事業組合等への出資金の公正価値として測定しております。観察不能なイ

ンプットを用いているため、レベル３に分類しております。
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（単位：百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産：

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

保険積立金 － － 3 3

出資金 － － △3 △3

（単位：百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産：

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

保険積立金 － － 3 3

出資金 － － △3 △3

公正価値で測定される金融商品の公正価値ヒエラルキーは以下のとおりであります。

前連結会計年度（2020年10月31日）

当第１四半期連結会計期間（2021年１月31日）

レベル３に分類される金融商品について、観察可能でないインプットを合理的に考え得る代替的な仮定に変

更した場合の公正価値の増減は重要ではありません。

(4）レベル３に分類した金融商品の評価プロセス

当社グループは、公正価値の測定に際しては、対象となる金融商品の性質、特徴及びリスクを最も適切に反

映できる評価技法及びインプットを用いております。また、公正価値の測定結果については上位役職者のレビ

ューを受けております。

(5）レベル３に分類された金融商品の期首残高から期末残高への調整表

レベル３の公正価値で評価している金融商品に重要性はないため、レベル３の公正価値に関する調整表の記

載は省略しております。

10．偶発債務

　当第１四半期連結会計期間末において、重要な事象はありません。

11．後発事象

　重要な後発事象はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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